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設計・施工事例の紹介 小規模橋梁における初期費用及び LCC の半減（１）

•橋長の短い単径間の橋梁を、門形カルバー
トにすることにより、初期費用を約50%に
低減し、100年ライフサイクルコストを約
30%に低減できます。構造が単純なため、
維持管理性の向上を図ることができ、点検
及び補修が容易となります。図-2に示す門
形カルバートを提案し採用となった事例を
紹介します。

概 要

• Point① LCCが約30％に低減
•橋梁に使用される伸縮装置の耐用年数は、
15年～30年と短く、補修が必要となるが門
形カルバートは伸縮装置を有しないので
LCCの低減となる。

• Point② 初期費用の半減

•門形カルバートは、現場打ちのRC構造で
あり、工費が安く初期費用は、橋梁案の約
50％程度で施工が行える。

• Point③ 維持管理性(点検)
•橋梁のような付属物(支承・伸縮装置・落
橋防止構造・横変位拘束構造を必要としな
いため、定期点検や詳細調査が容易である。

• Point④ 維持管理性(補修）
•RC構造物は、断面修復等の適用できる工
法は多いが、PC構造物は電気防食や脱塩工
法等の高額な補修工法を選択しなければな
らないため、損傷を受け場合の補修費は、

橋梁案が多いと考えられる。

• Point⑤ 安定した構造

•門形カルバートは、両岸から土圧を受け、
橋台のような偏土圧を受けないため、安定
した構造となる。そのため、躯体厚が橋台
と比較すると薄くなり、反力がのが特徴で
ある。

• Point⑥ 施工性に優れる

•橋梁案と同様の仮締切工で躯体の施工が行
えるため、仮設工がボックスカルバートと
比較すると低減することができる。

特 徴

支 承 部(アンカーバー)

橋梁案：

構造が複雑となりアンカー
バーの点検は困難となる。伸
縮装置の損傷による漏水によ
り、アンカーバーが腐食環境
になる可能性高い。

門形カルバートと比較する
と維持管理性に劣る形状とな
る。

門形カルバート案：

側壁又はハンチ部に護岸が
すり付く単純な構造となる。
また、頂版と側壁は一体化
しているため漏水や滞水等
の可能性が低い。橋梁案と
比較すると維持管管理性に
非常に優れている。

図-1  単純 PCプレテンションホロー桁橋 図-2  RC現場打ち門形カルバート橋

橋面舗装(防水)・伸縮装置部
橋梁案：

舗装の耐用年数は20年程度であ
り、更新時に橋面防水工も同時
に行う必要がある。

伸縮装置の耐用年数は、15~30
年であり、定期的に補修及び更
新が必要となる。また、伸縮装
置の損傷は、支承や橋台の劣化
を促進させるため、維持管理の
観点から、門形カルバートのよ
うなジョイントレス構造が望ま
しい。

門形カルバート案：

橋面はアスファルト及び覆土に
より保護されているため橋面防
水は不要である。また、伸縮装
置が無いため、点検・補修・更
新がなくLCC及び維持管理性
が橋梁案と比較すると優れる。


